
個人 記入例 塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分をごごごご記入ください記入ください記入ください記入ください    

添付書類（ロ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ り が な 

氏        名 

かごしま たろう 

鹿児島 太 郎 
生年月日 昭和３４年１０月１０日 

建築士の資格 

一級建築士 □ 

二級建築士 レ 

木造建築士 □ 

な   し □ 

登 

録 

番 

号 

４３２１ 

登録を受けた都道府県名 
(二級建築士又は木造建築士の場合) 

鹿児島県 

学 
 
 

歴 

 

年 月 日 
 

学 校 名 及 び 学 科 名 卒業・修了・中退の別 

昭和５３年３月３１日 

 

鹿児島建築高校 建築科 

 
卒   業 

職 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
歴 

期         間 
勤  務  先 地 位 ・ 職 名 

年 月 ～ 年 月 

 

平成８年６月～現在 

 

平成元年４月～平成８年５月 

 

昭和62年４月～平成元年３月 

 

昭和 53年４月～昭和 62年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島建築設計事務所(自営) 
 
㈲熊本建設 
 
㈱福岡工務店 
 
㈱東京建設 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表 
 
取締役営業部長 
 
工務課第一係長 
 
設計課 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略略略略        歴歴歴歴        書書書書    

〔記入注意〕 

１ 職歴の欄は、最近のものから順次記入してください。 

２ 勤務先の欄は、自家営業の場合には自営と記入してください。 

登録申請者 

管理建築士 該当するものにチェッ該当するものにチェッ該当するものにチェッ該当するものにチェッ

クを入れる（建築士資格クを入れる（建築士資格クを入れる（建築士資格クを入れる（建築士資格

をお持ちでない場合は、をお持ちでない場合は、をお持ちでない場合は、をお持ちでない場合は、

「なし」にチェック）「なし」にチェック）「なし」にチェック）「なし」にチェック）    

※「なし」の場合、登録※「なし」の場合、登録※「なし」の場合、登録※「なし」の場合、登録

番号以降は記入不要番号以降は記入不要番号以降は記入不要番号以降は記入不要    

二級、木造建築士の場合二級、木造建築士の場合二級、木造建築士の場合二級、木造建築士の場合

は都道府県名を記入は都道府県名を記入は都道府県名を記入は都道府県名を記入    

※一級建築※一級建築※一級建築※一級建築士の場合は士の場合は士の場合は士の場合は    

        記入不要記入不要記入不要記入不要    

最終学歴は、学部名、最終学歴は、学部名、最終学歴は、学部名、最終学歴は、学部名、

学科名まで詳細に記入学科名まで詳細に記入学科名まで詳細に記入学科名まで詳細に記入    

最終学歴は、最終学歴は、最終学歴は、最終学歴は、日付まで日付まで日付まで日付まで

詳細に詳細に詳細に詳細に記入記入記入記入    

勤務先は、建築設計に勤務先は、建築設計に勤務先は、建築設計に勤務先は、建築設計に

かかわらず、勤務したかかわらず、勤務したかかわらず、勤務したかかわらず、勤務した

全ての会社名、事務所全ての会社名、事務所全ての会社名、事務所全ての会社名、事務所

名を記入名を記入名を記入名を記入    

年は和暦表記で記入年は和暦表記で記入年は和暦表記で記入年は和暦表記で記入    

記入上の注意記入上の注意記入上の注意記入上の注意    

１１１１．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴も併記してください。．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴も併記してください。．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴も併記してください。．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴も併記してください。    

２２２２．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に記入し、各職歴の間に記入し、各職歴の間に記入し、各職歴の間に記入し、各職歴の間に 1111 年以上の空白期間が生じない年以上の空白期間が生じない年以上の空白期間が生じない年以上の空白期間が生じない    

よよよように記入してください。※一定期間、職に就いていないうに記入してください。※一定期間、職に就いていないうに記入してください。※一定期間、職に就いていないうに記入してください。※一定期間、職に就いていない期間期間期間期間は「無職」、「休職中」等と記入。は「無職」、「休職中」等と記入。は「無職」、「休職中」等と記入。は「無職」、「休職中」等と記入。    

３３３３．．．．「地位・職名」欄「地位・職名」欄「地位・職名」欄「地位・職名」欄に記入するに記入するに記入するに記入する役職等がない場合は「所属課名」役職等がない場合は「所属課名」役職等がない場合は「所属課名」役職等がない場合は「所属課名」、「担当業務名」などを記入してください。、「担当業務名」などを記入してください。、「担当業務名」などを記入してください。、「担当業務名」などを記入してください。    

        例）「設計」、例）「設計」、例）「設計」、例）「設計」、「大工」、「大工」、「大工」、「大工」、「現場員」など。「現場員」など。「現場員」など。「現場員」など。※※※※それらもそれらもそれらもそれらも特にない場合は特にない場合は特にない場合は特にない場合は「所員」、「社員」「所員」、「社員」「所員」、「社員」「所員」、「社員」と記入してください。と記入してください。と記入してください。と記入してください。    

勤務先に、自営と記入勤務先に、自営と記入勤務先に、自営と記入勤務先に、自営と記入

した場合は、屋号名もした場合は、屋号名もした場合は、屋号名もした場合は、屋号名も

しくは業種名を併記しくは業種名を併記しくは業種名を併記しくは業種名を併記

し、業務内容が分かるし、業務内容が分かるし、業務内容が分かるし、業務内容が分かる

ようにするようにするようにするようにする    

例）太郎建設（自営）例）太郎建設（自営）例）太郎建設（自営）例）太郎建設（自営）    

例）自営（建設業）例）自営（建設業）例）自営（建設業）例）自営（建設業）    



個人 記入例 塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分をごごごご記入ください記入ください記入ください記入ください    

添付書類（ロ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

    

    

ふ り が な 

氏        名 

かごしまごろう 

鹿児島 吾 郎 
生年月日 昭和４３年５月１１日 

建築士の資格 

一級建築士 レ 

二級建築士 □ 

木造建築士 □ 

な   し □ 

登 

録 

番 

号 

１０００００ 

登録を受けた都道府県名 
(二級建築士又は木造建築士の場合) 

 

学 
 
 

歴 

  

年 月 日 

 

学 校 名 及 び 学 科 名 
 

卒業・修了・中退の別 

 

平成３年３月３１日 

 

 

鹿児島大学工学部建築学科 

 

 

卒   業 

 

職 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

歴 

期         間 
勤  務  先 地 位 ・ 職 名 

年 月 ～ 年 月 

 

平成９年７月～現在 
 

平成３年４月～平成９年６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島建築設計事務所 
 
㈱宮崎建設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計課長 
 
設計課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略略略略        歴歴歴歴        書書書書    

〔記入注意〕 

１ 職歴の欄は、最近のものから順次記入してください。 

２ 勤務先の欄は、自家営業の場合には自営と記入してください。 

登録申請者 

管理建築士 

該当するものに該当するものに該当するものに該当するものに    

チェックを入れるチェックを入れるチェックを入れるチェックを入れる    

二級、木造建築士の場二級、木造建築士の場二級、木造建築士の場二級、木造建築士の場

合は都道府県名を記入合は都道府県名を記入合は都道府県名を記入合は都道府県名を記入    

※一級建築士の場合は※一級建築士の場合は※一級建築士の場合は※一級建築士の場合は    

        記入不要記入不要記入不要記入不要    

管理建築士と登録申請管理建築士と登録申請管理建築士と登録申請管理建築士と登録申請

者が同一の者である場者が同一の者である場者が同一の者である場者が同一の者である場

合、「申請者に同じ」と合、「申請者に同じ」と合、「申請者に同じ」と合、「申請者に同じ」と

記載することで、職歴記載することで、職歴記載することで、職歴記載することで、職歴

の記入を省略できまの記入を省略できまの記入を省略できまの記入を省略できま

す。す。す。す。    

最終学歴は、学部名、最終学歴は、学部名、最終学歴は、学部名、最終学歴は、学部名、

学科名まで詳細に記入学科名まで詳細に記入学科名まで詳細に記入学科名まで詳細に記入    

最終学歴は、日付まで最終学歴は、日付まで最終学歴は、日付まで最終学歴は、日付まで

詳細に記入詳細に記入詳細に記入詳細に記入    

勤務先は、建築設計に勤務先は、建築設計に勤務先は、建築設計に勤務先は、建築設計に

かかわらず、勤務したかかわらず、勤務したかかわらず、勤務したかかわらず、勤務した

全ての会社名、事務所全ての会社名、事務所全ての会社名、事務所全ての会社名、事務所

名を記入名を記入名を記入名を記入    

年は和暦表記で記入年は和暦表記で記入年は和暦表記で記入年は和暦表記で記入    

記入上の注意記入上の注意記入上の注意記入上の注意    

１．登録申請者と管理建築士が同一の者である場合にも、管理建築士の略歴書の添付が必要です。１．登録申請者と管理建築士が同一の者である場合にも、管理建築士の略歴書の添付が必要です。１．登録申請者と管理建築士が同一の者である場合にも、管理建築士の略歴書の添付が必要です。１．登録申請者と管理建築士が同一の者である場合にも、管理建築士の略歴書の添付が必要です。    

２２２２．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴．最終学歴が「中退」の場合、その直前の卒業学歴も併記してください。も併記してください。も併記してください。も併記してください。    

３３３３．．．．登録申請者と管理建築士が同一の者である場合登録申請者と管理建築士が同一の者である場合登録申請者と管理建築士が同一の者である場合登録申請者と管理建築士が同一の者である場合ででででも、も、も、も、「氏名」～「学歴」欄「氏名」～「学歴」欄「氏名」～「学歴」欄「氏名」～「学歴」欄まではまではまではまでは記入が必要です。記入が必要です。記入が必要です。記入が必要です。    

※職歴欄※職歴欄※職歴欄※職歴欄についてについてについてについてのみのみのみのみ、、、、「申請者に同じ」と記入することで省略できます。「申請者に同じ」と記入することで省略できます。「申請者に同じ」と記入することで省略できます。「申請者に同じ」と記入することで省略できます。    

４４４４．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に記入し、各職歴の間に．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に記入し、各職歴の間に．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に記入し、各職歴の間に．職歴は、最終学歴以降より現在まで詳細に記入し、各職歴の間に 1111 年以上の空白期間が生じないように記入して年以上の空白期間が生じないように記入して年以上の空白期間が生じないように記入して年以上の空白期間が生じないように記入して    

ください。※一定期間、職に就いていない期間は「無職」、「休職中」等と記入。ください。※一定期間、職に就いていない期間は「無職」、「休職中」等と記入。ください。※一定期間、職に就いていない期間は「無職」、「休職中」等と記入。ください。※一定期間、職に就いていない期間は「無職」、「休職中」等と記入。    

５５５５．「地位・職名」欄に記入する役職等がない場合は「所属課名」、「担当業務名」などを記入してください。．「地位・職名」欄に記入する役職等がない場合は「所属課名」、「担当業務名」などを記入してください。．「地位・職名」欄に記入する役職等がない場合は「所属課名」、「担当業務名」などを記入してください。．「地位・職名」欄に記入する役職等がない場合は「所属課名」、「担当業務名」などを記入してください。    

        例）「設計」、「大工」、「現場員」な例）「設計」、「大工」、「現場員」な例）「設計」、「大工」、「現場員」な例）「設計」、「大工」、「現場員」など。ど。ど。ど。※※※※それらもそれらもそれらもそれらも特にない場合は「所員」、「社員」と記入してください。特にない場合は「所員」、「社員」と記入してください。特にない場合は「所員」、「社員」と記入してください。特にない場合は「所員」、「社員」と記入してください。    



個人 記入例 塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分をごごごご記入ください記入ください記入ください記入ください    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出年月日を記入提出年月日を記入提出年月日を記入提出年月日を記入    

記入上の注意記入上の注意記入上の注意記入上の注意    

１．１．１．１．    誓約書は誓約書は誓約書は誓約書は自筆自筆自筆自筆のほか、入力文字、座判・スタンプ等でも記載可能です。のほか、入力文字、座判・スタンプ等でも記載可能です。のほか、入力文字、座判・スタンプ等でも記載可能です。のほか、入力文字、座判・スタンプ等でも記載可能です。    
    

２．２．２．２．    令和元年１２月１日の「成年被後見人等の権利制限に係る措置の適正化を図るための関係法律令和元年１２月１日の「成年被後見人等の権利制限に係る措置の適正化を図るための関係法律令和元年１２月１日の「成年被後見人等の権利制限に係る措置の適正化を図るための関係法律令和元年１２月１日の「成年被後見人等の権利制限に係る措置の適正化を図るための関係法律

の整備に関する法律等の施行に伴う国土交通省関係省令の整備等に関する省令」が交付され、の整備に関する法律等の施行に伴う国土交通省関係省令の整備等に関する省令」が交付され、の整備に関する法律等の施行に伴う国土交通省関係省令の整備等に関する省令」が交付され、の整備に関する法律等の施行に伴う国土交通省関係省令の整備等に関する省令」が交付され、

建築士法施行規則の一部が改正され建築士法施行規則の一部が改正され建築士法施行規則の一部が改正され建築士法施行規則の一部が改正されたことたことたことたことによりによりによりにより、、、、誓約書書式が改正されました。誓約書書式が改正されました。誓約書書式が改正されました。誓約書書式が改正されました。    

旧書式は使用できませんのでご注意ください。（以下の誓約旧書式は使用できませんのでご注意ください。（以下の誓約旧書式は使用できませんのでご注意ください。（以下の誓約旧書式は使用できませんのでご注意ください。（以下の誓約書は旧書式になります。）書は旧書式になります。）書は旧書式になります。）書は旧書式になります。）    

※鹿児島県知事宛てのもの。※鹿児島県知事宛てのもの。※鹿児島県知事宛てのもの。※鹿児島県知事宛てのもの。    

※※※※誓約の項目誓約の項目誓約の項目誓約の項目が１０項目が１０項目が１０項目が１０項目までしかまでしかまでしかまでしかないものないものないものないもの。。。。    

※誓約文の※誓約文の※誓約文の※誓約文の法定代理人法定代理人法定代理人法定代理人の箇所に「の箇所に「の箇所に「の箇所に「（法定代理人が法人である場合においては、その役員を含む。）（法定代理人が法人である場合においては、その役員を含む。）（法定代理人が法人である場合においては、その役員を含む。）（法定代理人が法人である場合においては、その役員を含む。）」」」」    

が追加されていないもの。が追加されていないもの。が追加されていないもの。が追加されていないもの。    

※項目※項目※項目※項目２２２２が「が「が「が「成年被後見人又は被保佐人成年被後見人又は被保佐人成年被後見人又は被保佐人成年被後見人又は被保佐人」となっているもの。」となっているもの。」となっているもの。」となっているもの。    
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個人 記入例 塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分を塗りつぶし部分をごごごご記入ください記入ください記入ください記入ください    

事務所所在地の付近見取図（２枚とも記載） 
 

 
 
   記載上の注意 

１）道路、目標となる建物等を明示すること。 
 

事務所事務所事務所事務所所在地所在地所在地所在地    

所在地は、太枠で囲む、色を塗る、所在地は、太枠で囲む、色を塗る、所在地は、太枠で囲む、色を塗る、所在地は、太枠で囲む、色を塗る、

矢印で示すなどして、地図内のどこ矢印で示すなどして、地図内のどこ矢印で示すなどして、地図内のどこ矢印で示すなどして、地図内のどこ

にあるか分かるようにするにあるか分かるようにするにあるか分かるようにするにあるか分かるようにする    
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